馬瀬狂言資料の紹介(9) -追い込みの演出- by 山本 晶子 & 昭和女子大学日本語日本文学科
馬
瀬
狂
言
資
料
の
紹
介
（
9）
山
本
晶
子
は
じ
め
に
狂
言
「
文
荷
」
は
、
男
色
を
扱
っ
た
狂
言
の
一
つ
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る １
が
、
三
重
県
伊
勢
市
馬
瀬
町
に
伝
わ
る
馬
瀬
狂
言
の
「
文
荷
」
（『
馬
瀬
狂
言
集
』
所
収
）
は
次
の
よ
う
な
場
面
で
終
曲
と
な
る
。
太
「
ホ
ゥ
こ
れ
が
少
人
の
御
返
事
で
御
座
り
ま
す
る
」
主
「
何
の
御
返
事
」
太
「
ハ
ハ
ァ
ー
御
許
さ
れ
ま
せ
御
許
さ
れ
ま
せ
」
主
「
ま
だ
其
処
に
居
る
か
」
太
「
ハ
ハ
ァ
ー
御
許
さ
れ
ま
せ
御
許
さ
れ
ま
せ
」
主
「
お
の
れ
を
何
と
し
て
く
り
よ
う
知
ら
ぬ
」
太
「
先
づ
御
待
ち
な
さ
れ
ま
せ
」
主
「
待
て
と
は
何
と
」
太
「
御
な
つ
か
し
さ
わ
な
あ
」
次
「
ふ
ん
」
太
「
富
士
の
山
々
」
主
「
ま
だ
其
の
つ
れ
を
言
ふ
」
太
「
ハ
ハ
ァ
ー
許
さ
れ
ま
せ
許
さ
れ
ま
せ
」
次
「
ち
ゃ
っ
と
来
い
来
い
」
主
「
や
る
ま
い
ぞ
や
る
ま
い
ぞ
」
太
「
許
さ
れ
ま
せ
許
さ
れ
ま
せ
」
次
「
ち
ゃ
っ
と
来
い
来
い
」
（
傍
線
部
は
稿
者
に
よ
る
。
以
下
同
じ
）
こ
の
場
面
は
、
少
人
へ
の
恋
文
を
届
け
る
よ
う
、
太
郎
冠
者
、
次
郎
冠
者
に
命
じ
た
主
が
、
二
人
の
帰
り
が
遅
い
の
を
案
じ
て
見
に
行
く
と
、
二
人
が
破
い
て
し
ま
っ
た
手
紙
を
扇
で
扇
い
で
い
る
と
こ
ろ
を
目
に
す
る
。
声
を
か
け
ら
れ
た
二
人
は
、
こ
れ
が
少
人
か
ら
の
返
事
と
ご
ま
か
そ
う
と
す
る
が
、
主
に
追
わ
れ
、
狂
言
の
作
品
に
多
く
み
ら
れ
る
追
い
込
み
で
幕
と
な
る
。
が
、
こ
の
追
い
込
み
に
至
る
途
中
で
、
傍
線
部
の
通
り
、
太
郎
冠
者
が
主
に
声
を
か
け
、
双
方
の
動
き
が
一
旦
止
ま
る
こ
と
と
な
る
。
追
わ
れ
て
い
た
太
郎
冠
者
が
、
「
先
づ
御
待
ち
な
さ
れ
ま
せ
」
と
声
を
か
け
、
追
っ
て
い
た
主
が
そ
れ
に
応
じ
た
の
を
受
け
、「
御
な
つ
か
し
さ
わ
な
あ
」「
富
士
の
山
々
」
と
、
恋
文
に
あ
っ
た
言
葉
を
口
に
出
し
て
主
を
か
ら
か
い
、
そ
の
後
、
改
め
て
主
に
追
わ
れ
、
次
郎
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学
苑
第
九
〇
五
号
一
五
～
三
二
（
二
〇
一
六
三
）

追
い
込
み
の
演
出

冠
者
と
共
に
退
場
す
る
。
こ
の
よ
う
に
追
い
込
み
の
途
中
で
動
き
を
止
め
、
言
葉
を
交
わ
す
（
以
下
、
「
追
い
込
み
を
一
旦
止
め
る
曲
」
と
す
る
）
と
い
う
形
が
、
馬
瀬
狂
言
の
「
瓜
盗
人
」
や
「
花
子
」
に
も
認
め
ら
れ
、
特
徴
的
な
演
出
で
あ
る
こ
と
を
こ
れ
ま
で
指
摘
し
て
き
た ２
が
、
充
分
に
検
証
す
る
ま
で
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
こ
う
し
た
曲
が
馬
瀬
狂
言
全
体
で
は
ど
の
程
度
あ
る
の
か
、
試
み
に
平
成
八
年
刊
行
の
『
馬
瀬
狂
言
集
』
で
確
認
す
る
と
、
所
収
曲
三
六
曲
中
、
追
い
込
み
で
の
終
曲
と
な
る
曲
が
一
七
曲
あ
り
、
そ
の
中
で
約
四
割
の
七
曲
に
、
追
い
込
む
途
中
で
や
り
と
り
を
す
る
演
出
が
認
め
ら
れ
た
。
半
数
に
は
届
か
な
い
が
、
割
合
と
し
て
は
多
い
も
の
と
言
え
よ
う
。
こ
う
し
た
演
出
の
形
は
、
そ
も
そ
も
い
つ
か
ら
演
じ
ら
れ
て
い
た
の
か
、
な
ぜ
演
じ
ら
れ
て
い
た
の
か
。
本
稿
で
は
、
追
い
込
み
を
止
め
る
曲
の
演
出
の
意
図
や
背
景
に
つ
い
て
、
各
曲
の
分
析
を
行
い
、
改
め
て
馬
瀬
狂
言
の
演
出
の
特
徴
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
と
し
た
い
。
一
追
い
込
み
を
一
旦
止
め
る
曲
ま
ず
、
追
い
込
み
を
一
旦
止
め
る
と
い
う
演
出
は
ど
の
程
度
認
め
ら
れ
る
の
か
、
そ
の
現
状
を
調
べ
る
た
め
、
馬
瀬
狂
言
資
料
と
、
馬
瀬
狂
言
の
流
派
と
さ
れ
る
和
泉
流
諸
本
に
お
け
る
追
い
込
み
の
曲
に
つ
い
て
ま
と
め
た
も
の
が
表
1で
あ
る
。
追
い
込
み
を
一
旦
止
め
る
形
の
中
に
は
、
次
の
「
の
酒
」
（『
馬
瀬
狂
言
集
』
所
収
）
の
よ
う
に
、
太
「
先
づ
お
待
ち
な
さ
れ
ま
せ
主
「
待
て
と
は
何
と
太
「
御
許
さ
れ
ま
せ
御
許
さ
れ
ま
せ
主
「
あ
の
横
着
者
や
る
ま
い
ぞ
や
る
ま
い
ぞ
次
「
ち
や マ
マ
っ
と
来
い
ち
や
っ
と
来
い
太
「
御
許
さ
れ
ま
せ
御
許
さ
れ
ま
せ
と
、「
先
づ
お
待
ち
な
さ
れ
ま
せ
」
と
呼
び
留
め
た
後
、
再
び
「
御
許
さ
れ
ま
せ
」
と
、
許
し
を
乞
う
だ
け
で
、
再
び
追
わ
れ
る
も
の
も
あ
る
た
め
、
こ
れ
ら
を
先
の
「
文
荷
」
の
例
と
は
区
別
し
て
ま
と
め
る
こ
と
と
し
た
。
ま
た
追
い
込
み
の
曲
の
総
数
を
確
認
す
る
に
あ
た
り
、
終
曲
の
あ
り
方
も
曲
に
よ
っ
て
多
様
で
あ
る
た
め
、
以
下
の
通
り
に
判
断
し
て
ま
と
め
た
。
・
終
曲
の
演
出
は
、
各
台
本
に
よ
っ
て
異
な
る
も
の
も
あ
り
、
今
回
取
り
上
げ
た
曲
の
中
に
は
、
台
本
に
よ
っ
て
追
い
込
み
で
な
い
場
合
も
あ
る
が
、
一
本
で
も
追
い
込
み
が
認
め
ら
れ
た
曲
は
、
全
て
調
査
の
対
象
と
し
た
。
・
台
本
に
「
追
込
」
と
明
記
さ
れ
て
い
な
く
と
も
、
「
や
る
ま
い
ぞ
」
な
ど
の
言
葉
が
あ
れ
ば
、
追
い
込
み
と
判
断
し
た
。
例
え
ば
「
子
盗
人
」
の
よ
う
に
、
亭
主
が
盗
人
を
追
い
込
み
、
そ
の
後
乳
母
が
赤
子
を
抱
い
て
幕
に
入
る
場
合
も
含
め
る
こ
と
と
し
た
。
今
回
調
べ
た
資
料
は
以
下
の
通
り
で
あ
る ３
。
①
馬
瀬
現
行
②
馬
瀬
資
料
③
天
理
本
④
和
泉
家
古
本
⑤
明
和
中
根
本
⑥
波
形
本
⑦
和
泉
流
秘
書
⑧
古
典
文
庫
本
⑨
狂
言
集
成
⑩
狂
言
大
全
集
馬
瀬
狂
言
資
料
に
つ
い
て
は
、
「
①
馬
瀬
現
行
」
と
「
②
馬
瀬
資
料
」
と
二
種
類
に
区
別
し
た
。
「
①
馬
瀬
現
行
」
は
、
現
行
曲
の
目
安
と
な
る
『
馬
瀬
狂
言
集
』
所
収
曲
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表1 追い込みを一旦止める曲 ①
曲名 ①馬瀬現行 ②馬瀬資料 ③天理本 ④和泉家古本
⑤明和
中根本 ⑥波形本
⑦和泉流
秘書
⑧古典
文庫本 ⑨狂言集成
⑩狂言
大全集
芥川 ○ ― × × ○ ○ ― ○ ○ ○
居杭 ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
石神 ― ― ○× ○× ― ● ― ● ○ ○
因幡堂 ― ○ ○ ○ ●○ ○ ● ●○ ○ ○
犬山伏 ― ○ ○ ― ○ ○ ― ○ ○ ○
入間川 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
伊呂波 ○ ○ × × ○ ○ ○ × ○ ○
岩橋 ― ― ○ ○× ○ ○ ○ ― ○ ○
魚説法 ― ○ ○ ○ ○× ○ ○ ○ ○ ○
歌争 ― ― ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○
内沙汰 ― ― × ○× × ○ ― ● × ×
瓜盗人 ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ●
鬼の継子 ― ― × ― ○ ○ ○ ― ○ ○
伯母ヶ酒 ― ● ○× ○ ○ ○ ― ○ ○ ○
懐中聟 ― ― ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ―
鏡男 ― ― ○× ○× ○ ○ ○ ○ ○ ○
柿山伏 × ○ × ― ○ ○× × ○ × ○
蝸牛 ― ― × ― × ○ × ○ ○ ○
隠狸 ○ ○ ― ― ― ○ ― ○ ○ ○
角水 ― ― × ○× ○ ○ ○ ― ○ ○
金岡 ― ― ○ ― ― ○ ― ● ○ ―
金津地蔵 ― ― × × ○ ○ ― ○ ○ ―
蟹山伏 ― ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○
鐘の音 ― × ○ ○ ― × ― × × ×
河原太郎 ― ― ○ ○ ○ ○ ― ― ○ ―
雁礫 ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○
狐塚 ― ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○
木六駄 ― ○× × × ― ○ ― ○ ○ ○
禁野 ― × ○× ○× × × ― × × ―
杭か人か ― ― ― ― ○ ○ × × ○ ―
茸 ― ○ × ― ○ × ○× ○ ○ ○
鬮罪人 ― ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
口真似 ― ○ × × ○ ○ ○ × × ×
首引 ― ― × ― ○ ○ ○ ○ ○ ○
鞍馬聟 ― ― ― ― × × ― ― ○ ×
柑子俵 ― ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ―
膏薬 ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○
小傘 ― × × × ○ ○ ○ ― ○ ―
腰祈 × ― × ― × × × ○ ○ ×
子盗人 ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
昆布売 ― ○ ○ ○ ― ○ ― ○ ○ ○
賽の目 ― ― × ○× ― ○ ○ ― ○ ―
酒講式 ― ― × × ― × ― × ○× ―
咲嘩 ― ― × × ○ ○ ○ × × ○
佐渡狐 ○ ○ ○ ― ○ ○ ― ○ ○ ○
猿座頭 ― ○ ○ ― ○ ○ ○ ― ○ ○
三人片輪 ― ○ ― ― ○ ○ ― ○ ○ ○
磁石 ― ― × ○ ― ○ ― ○ ○ ○
止動方角 ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○
清水 ● ○ ○× ○× ○ ○ ○ ○● ○ ○
舎弟 ― ○ × ○ ― ○ ○ ○ ○ ○
挂杖 ― ― × × ○ ○ ○ ― ○ ―
真奪 ― ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
素袍落 ― ― ○ ○× ○ ○ ― ○ ○ ○
墨塗 ― ― × ○ ― ○ ○ ○● ○ ○
節分 ― ― ○ × ― ○ ― ○ ○ ○
宗八 ― ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○
空腕 ― ×○ ― ― × × ― × ○× ×
大般若 ― ― × × ― ○ ― ― ― ―
宝の笠 ― ― ○ ○ ○ ○ ○● ● ○ ×
竹の子 ― ― × × ○ ○ ○ ○ ○ ○
太刀奪 ― ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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表1 追い込みを一旦止める曲 ②
曲名 ①馬瀬現行 ②馬瀬資料 ③天理本 ④和泉家古本
⑤明和
中根本 ⑥波形本
⑦和泉流
秘書
⑧古典
文庫本 ⑨狂言集成
⑩狂言
大全集
狸腹鼓 × ×○ ― ― ― ○ ― ― ○ ×
聟 ― ― × × ○ ○ ― ○ ○ ―
児流鏑馬 ― ― ○ ○ × ○ ― ― ○ ―
千鳥 ― ― ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○
茶子味梅 ― ― ○ ○ ○ ○ ― ― ○ ―
茶壺 ○ ○ ○× ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
苞山伏 ― × × ― × × × × ○ ×
釣狐 ― ○ ○× ― ― ○ ― ○ ○ ○
釣針 ― ― × × ○ ○ ― ○ ○ ○
飛越 ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○
丼礑 ― ○× × ― ○ ○ ― ○ ○ ○
吃り ― ― ○× ○× ― ○ ― ○ ○ ○
鈍根草 ― ― ○ × × ○ × × ○ ―
長光 ― ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○
泣尼 ― ○ ○ ○ ― ○ ― ○ ○ ○
長刀会釈 ― ○ ○ × × ○ ○ ― ○ ―
腥物 ― ― ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ―
成上り ― ― × ×○ × × × × ○ ×
業平 ― ― ― ― ○ ○ ― ○ ○ ○
鳴子 ― ◎ ○ ○ ○ ○ ― × ○ ―
鳴子遣子 ― ― ○× ○× ○ ○ ○ ○ ○ ―
縄綯 ― ○● ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ●
仁王 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ● ○ ○
二九十八 ― ○ ○ ○× ○ ○ ― ○ ○ ○
寝音曲 ― × × × × × ― × ○ ×
宜山伏 ― ― ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○
伯養 ― ― × ― ― × ― × × ○
花折 ◎ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
花子 ― ● ○× ― ― ○ ― ● ○ ―
腹不立 ― ― × × ― × ― × ○ ×
簸 ― ○● ― ― ○ ○ ● ― ○ ―
引敷聟 ― ― ○ ○ ○× ○ × ○ ○ ―
人馬 ― ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―
の酒 ◎ ◎ ○ ○ ○ ○ ― ― ● ―
武悪 ― ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○
吹取 ― ― ○ ○ ○ ○ ― ― ○ ―
附子 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ▲
二人大名 ― ― ○ ○ ○ ○ ― ― ○ ○
二人袴 ― ○ × × ― ○ ○ ○ ○ ―
仏師 ― ― ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○
文荷 ● ●▲ ○ ○ ▲ ○ ― ○ ○ ▲
棒縛 ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ▲
謀生種 ― ― × × ― × ― × ○ ○
丁聟 ― ○ × × × ○ ― × × ○
骨皮 ― ― × × × ○ ○ ― ○ ○
盆山 ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
鞠座頭 ― ― ○ ― ― ○ ○ ○ ○ ―
水掛聟 × × × × ○× ○ ○ ○ × ―
不聞不見 ― ― × ― ○ ○ ― ○ ○ ○
水新発意 ― ― × ○× ○× × ― × × ―
胸突 ― ● × × ○● ○ ― ● ○ ●
貰聟 × ― × × ― ○ × × × ―
	松 ― ― ○ ○× ○ ○ ― ○ ○ ○
雪打 ― ― ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ―
弓矢太郎 ― ― ― ― ○ ○ ○ ― ○ ○
横座 ― ― × × ― ○ ○ ○ × ―
呼声 ― ― ― ― ― ― ― ― × ●
鎧 ― ― ○ ○× × ○ × × × ―
連歌十徳 ― ― ― ― ○ ○ ○ ― ×○ ―
連雀 ― ― × × ― × × ― ○× ―
六地蔵 ― ― ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○
呂
 ― ― × × ○× ● ― ○ × ●
若和布 ― ― ○ ○ ○ ○ ― ― ○ ―
と
現
在
上
演
さ
れ
て
い
る
「
飛
越
」
の
三
七
曲
と
し
、
「
②
馬
瀬
資
料
」
は
馬
瀬
狂
言
保
存
会
所
蔵
資
料
、
ま
た
は
個
人
蔵
の
台
本
類
で
あ
る
。
ま
た
、
⑤
明
和
中
根
本
、
⑦
和
泉
流
秘
書
、
⑧
古
典
文
庫
本
、
⑩
狂
言
大
全
集
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
調
査
で
和
泉
流
諸
本
の
中
で
も
馬
瀬
狂
言
資
料
と
の
共
通
性
が
指
摘
さ
れ
た
も
の
で
あ
る ４
。
表
中
の
記
号
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
●
…
「
先
づ
お
待
ち
な
さ
れ
ま
せ
」
と
呼
び
か
け
た
後
、
追
う
相
手
に
対
し
て
か
ら
か
い
な
ど
の
言
葉
を
か
け
る
形
▲
…
「
先
づ
お
待
ち
な
さ
れ
ま
せ
」
と
い
う
台
詞
は
な
い
が
、
追
い
込
み
を
止
め
、
追
う
相
手
に
対
し
て
か
ら
か
い
な
ど
の
言
葉
を
か
け
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
形
◎
…
「
先
づ
お
待
ち
な
さ
れ
ま
せ
」
と
呼
び
か
け
た
後
、
追
う
相
手
に
対
し
て
改
め
て
「
お
許
し
な
さ
れ
ま
せ
」
と
許
し
を
乞
う
形
○
…
通
常
の
追
い
込
み
×
…
追
い
込
み
以
外
の
止
め
－
…
そ
の
曲
が
所
収
さ
れ
て
い
な
い
、
ま
た
は
終
曲
部
の
演
出
が
明
確
に
記
さ
れ
て
お
ら
ず
判
断
で
き
な
い
も
の
（
省
略
な
ど
を
含
む
）
な
お
資
料
に
よ
っ
て
は
、
複
数
の
止
め
の
形
を
記
し
た
も
の
も
あ
り
、
そ
の
場
合
は
両
方
を
示
し
た
。
さ
て
、
こ
れ
ら
の
調
査
に
よ
り
、
追
い
込
み
と
な
る
曲
の
中
で
、
追
い
込
み
を
一
旦
止
め
る
形
を
持
つ
も
の
の
割
合
を
調
べ
、
結
果
を
ま
と
め
た
も
の
が
表
2で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
①
馬
瀬
現
行
で
は
、
●
印
と
▲
印
を
合
わ
せ
た
割
合
が
二
二
二
％
、
更
に
◎
印
を
含
め
る
と
三
八
九
％
、
②
馬
瀬
資
料
で
は
、
●
印
▲
印
の
曲
が
一
三
七
％
、
◎
印
を
含
め
る
と
一
七
六
％
と
、
馬
瀬
狂
言
資
料
全
体
で
は
●
印
、
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表2 追い込みを一旦止める曲の数と割合
①馬瀬
現行
②馬瀬
資料
馬瀬狂言
全体
③天理本
④和泉家
古本
⑤明和
中根本
⑥波形本
⑦和泉流
秘書
⑧古典
文庫本
⑨狂言
集成
⑩狂言
大全集
追い込みで終曲
となる曲の数
18 51 53 68 65 79 109 52 78 108 76
追い込みを止め
て言葉をかける
曲の数（●▲）
と割合
4 7 9 0 0 3 2 3 10 1 8
22.2％ 13.7％ 17％ 0％ 0％ 3.8％ 1.8％ 5.8％ 12.8％ 0.9％ 10.5％
追い込みを止め
て許しを乞う曲
の数（◎）と割
合
3 2 4 0 0 0 0 0 0 0 0
16.7％ 4％ 7.5％ 0％ 0％ 0％ 0％ 0％ 0％ 0％ 0％
合計
7 9 13 0 0 3 2 3 10 1 8
38.9％ 17.6％ 24.5％ 0％ 0％ 3.8％ 1.8％ 5.8％ 12.8％ 0.9％ 10.5％
▲
印
、
◎
印
の
曲
を
合
わ
せ
る
と
二
四
五
％
と
な
り
、
和
泉
流
諸
本
の
中
で
、
最
も
数
値
の
高
い
⑧
古
典
文
庫
本
の
約
二
倍
で
、
特
徴
的
な
傾
向
を
示
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
特
に
現
行
曲
で
は
そ
の
傾
向
が
強
く
認
め
ら
れ
る
。
ま
た
、
追
い
込
み
を
一
旦
止
め
、
改
め
て
許
し
を
乞
う
と
い
う
◎
印
の
曲
は
馬
瀬
狂
言
資
料
に
し
か
な
く
、
こ
う
し
た
演
出
を
好
ん
で
行
っ
て
い
た
可
能
性
が
指
摘
で
き
よ
う
。
一
方
、
和
泉
流
諸
本
を
み
る
と
、
数
値
の
高
い
順
で
、
⑧
古
典
文
庫
本
が
一
二
八
％
、
⑩
狂
言
大
全
集
が
一
〇
五
％
、
⑦
和
泉
流
秘
書
が
五
八
％
と
、
馬
瀬
狂
言
と
の
関
連
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
資
料
の
数
値
が
高
く
、
こ
う
し
た
観
点
か
ら
も
、
両
者
の
関
連
性
（
あ
る
い
は
台
本
の
成
立
時
期
の
時
代
性
か
）
が
あ
る
こ
と
が
窺
え
よ
う
。
そ
れ
で
は
、
各
曲
に
つ
い
て
資
料
毎
に
分
析
を
進
め
る
こ
と
に
す
る
。
二
各
曲
の
分
析
ま
ず
、
追
い
込
み
を
止
め
て
言
葉
を
か
け
る
曲
（
表
中
の
記
号
で
は
●
▲
印
）
は
、
今
回
の
調
査
で
39例
確
認
で
き
た
。
そ
の
内
容
を
分
析
す
る
と
、
大
き
く
は
次
の
三
種
類
に
分
け
ら
れ
る
（
な
お
、
曲
に
よ
っ
て
は
、
台
本
毎
に
内
容
が
異
な
る
場
合
も
あ
る
た
め
、
該
当
す
る
諸
本
の
略
称
も
併
せ
て
掲
げ
た
）。
馬
現
…
馬
瀬
現
行
馬
…
馬
瀬
資
料
明
…
明
和
中
根
本
波
…
波
形
本
秘
…
和
泉
流
秘
書
古
…
古
典
文
庫
本
集
…
狂
言
集
成
全
…
狂
言
大
全
集
分類
Ａ

追
っ
て
き
た
相
手
に
対
し
て
、
追
い
込
み
前
ま
で
の
場
面
で
用
い
た
表
現
や
行
為
を
再
提
示
し
て
言
葉
を
か
け
る
（
か
ら
か
い
や
挑
発
の
意
を
込
め
る
）
曲
（
26例
）
「
内
沙
汰
」（
古
）
「
伯
母
が
酒
」（
馬
）
「
瓜
盗
人
」（
馬
現
馬
全
）
「
清
水
」（
馬
現
古
）
「
宝
の
笠
」（
秘
古
）
「
附
子
」（
全
）
「
縄
綯
」（
馬
全
）
「
文
荷
」（
馬
現
馬
）
「
仁
王
」（
古
）
「
棒
縛
」（
馬
現
全
）
「
花
子
」（
馬
）
「
胸
突
」（
馬
明
古
全
）
「
簸
」（
馬
秘
）
「
呼
声
」（
全
）
「
の
酒
」（
集
）
分類
Ｂ

追
っ
て
き
た
相
手
に
対
し
て
、
自
分
の
行
為
を
ご
ま
か
す
、
あ
る
い
は
責
任
転
嫁
す
る
な
ど
の
言
葉
を
か
け
る
曲
（
11例
）
「
石
神
」（
波
古
）
「
墨
塗
」（
古
）
「
因
幡
堂
」（
明
秘
古
）
「
文
荷
」（
馬
明
全
）
「
金
岡
」（
古
）
「
呂
」（
全
）
分類
Ｃ

追
っ
て
き
た
相
手
に
対
し
て
、
懇
願
す
る
曲
（
2例
）
「
花
子
」（
古
）
「
呂
」（
波
）
こ
れ
ら
の
結
果
（
表
3参
照
）
か
ら
、
全
体
の
約
三
分
の
二
に
相
当
す
る
数
が
Ａ
に
分
類
さ
れ
、
更
に
馬
瀬
狂
言
資
料
十
二
例
中
十
一
例
と
ほ
と
ん
ど
が
Ａ
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
ず
は
、
馬
瀬
狂
言
資
料
を
含
ん
だ
も
の
に
つ
い
て
、
台
本
の
数
が
多
い
曲
か
ら
取
り
上
げ
る
こ
と
と
す
る
。
（
1）「
胸
突
」
「文
荷
」
こ
う
し
た
追
い
込
み
を
一
旦
止
め
る
曲
が
い
つ
頃
か
ら
あ
る
の
か
明
確
で
は
な
い
が
、
時
代
が
古
い
も
の
と
し
て
注
目
さ
れ
る
の
が
、
⑤
明
和
中
根
本
を
含
ん
だ
「
胸
突
」
と
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「
文
荷
」
で
あ
る
。
「
胸
突
」
で
は
、
四
本
に
共
通
す
る
追
い
込
み
が
認
め
ら
れ
る
。
ま
ず
⑤
明
和
中
根
本
で
は
、
通
常
の
追
い
込
み
の
記
事
と
共
に
、
ア
ト
「
や
る
ま
い
そ

ト
云
テ
追
込
也
先
待
と
如
常
ニ
下
ニ
居
テ
留
テ
、
一
ノ
松
ニ
而
借
銭
ハ
サ
ラ
リ

ト
引
サ
ク
仕
様
も
ア
リ ５
と
、
傍
線
部
の
通
り
、
別
演
出
と
し
て
、
追
い
込
ま
れ
る
途
中
で
一
旦
「
先
待
」
と
止
め
、
一
ノ
松
で
借
状
を
引
き
裂
き
、
再
び
追
い
込
ま
れ
る
形
が
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
曲
は
、
男
に
金
を
貸
し
て
い
た
貸
し
手
が
返
済
を
求
め
、
男
と
も
み
合
い
に
な
っ
た
と
こ
ろ
、
男
は
胸
を
突
か
れ
た
と
大
騒
ぎ
し
、
貸
し
手
か
ら
ま
ん
ま
と
借
状
を
せ
し
め
て
引
き
裂
き
、
胸
が
痛
い
の
は
だ
と
明
か
し
て
逃
げ
て
い
く
話
で
、
そ
の
終
曲
で
、
貸
し
手
に
対
し
て
、
か
ら
か
う
よ
う
に
男
が
再
度
借
状
を
引
き
裂
く
所
作
が
な
さ
れ
た
（
ま
た
は
、
こ
の
時
点
で
借
状
を
引
き
裂
く
演
出
で
あ
っ
た
か
）
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
流
れ
を
引
き
継
い
だ
の
が
、
以
下
の
三
本
の
演
出
と
言
え
よ
う
。
②
馬
瀬
『狂
言
六
義
』
（
中
屋
豊
和
7ノ
3）
６
「
扨
ゝ
に
く
い
や
つ
の
お
の
れ
其
儘
て
お
か
う
か
「
ア
ヽ
先
待
せ
ら
れ

「
待
と
ハ
何
と
「
借
金
ハ
さ
ら
り

済
た
そ
や

「
あ
の
横
着
者
や
る
ま
い
そ

「
す
ん
た
そ
や

⑧
古
典
文
庫
本
ア
ト
「
扨
ゝ
憎
い
奴
の
追
廻
す
シ
テ
「
是
は
何
と
お
し
あ
る
ア
ト
「
何
と
ゝ
い
ふ
事
が
有
者
か
お
の
れ
打
殺
し
て
く
れ
う
シ
テ
「
ア
ヽ
先
お
待
ち
あ
れ
先
お
ま
ち
あ
れ
ア
ト
「
ま
て
と
は
何
と
シ
テ
「
借
銭
は
さ
ら
り

借
状
破
リ
捨
ル
ア
ト
「
お
の
れ
ま
だ
其
つ
れ
を
い
ふ
か
シ
テ
「
済
だ
ぞ
や

ア
ト
「
何
と
い
ふ
と
も
と
ら
ず
に
は
お
く
ま
い
ぞ
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表3 追い込みを止めて言葉をかける曲（●▲）の分類
（表1から該当例を抽出し、分類の記号に直したもの）
曲名 ①馬瀬現行 ②馬瀬資料 ⑤明和中根本 ⑥波形本 ⑦和泉流秘書 ⑧古典文庫本 ⑨狂言集成 ⑩狂言大全集
石神 ― ― × B ― B ○ ○
因幡堂 ― ○ B○ ○ B B○ ○ ○
内沙汰 ― ― × ○ ― A × ×
瓜盗人 A A ○ ○ ○ ○ ○ A
伯母ヶ酒 ― A ○ ○ ― ○ ○ ○
金岡 ― ― ― ○ ― B ○ ―
清水 A ○ ○ ○ ○ ○A ○ ○
墨塗 ― ― ― ○ ○ ○B ○ ○
宝の笠 ― ― ○ ○ ○A A ○ ×
縄綯 ― ○A ○ ○ ― ○ ○ A
仁王 ○ ○ ○ ○ ― A ○ ○
花子 ― A ― ○ ― C ○ ―
簸 ― ○A ○ ○ A ― ○ ―
の酒 ◎ ◎ ○ ○ ― ― B ―
附子 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ A
文荷 A AB B ○ ― ○ ○ B
棒縛 A ○ ○ ○ ○ ○ ○ A
胸突 ― A ○A ○ ― A ○ A
呼声 ― ― ― ― ― ― × A
呂 ― ― ○× C ― ○ × B
シ
テ
「
済
だ
ぞ

ア
ト
「
あ
の
横
着
者
や
る
ま
い
ぞ

⑩
狂
言
大
全
集
扨
ゝ
に
く
い
や
つ
、
そ
の
儘
で
お
こ
う
か
ア
ヽ
先
つ
お
待
ち
や
れ
待
と
ハ
な
ん
と
借
銀
ハ
さ
ら
り
と
済
た
ぞ

ア
ノ
お
ゝ
ち
や
く
も
の
や
る
ま
い
ぞ

な
お
、
⑧
古
典
文
庫
本
に
は
、
他
に
も
「
替
の
止
」
と
し
て
、
シ
テ
が
ア
ド
を
止
め
た
後
に
、
「
余
り
其
様
に
お
せ
あ
る
な
、
ま
だ
胸
が
痛
う
な
る
ぞ
や
」
と
い
う
台
詞
の
別
演
出
も
記
さ
れ
て
い
る
。
台
詞
に
多
少
異
同
は
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
共
通
し
た
形
と
言
え
よ
う
。
「
さ
ら
り

」
と
い
う
台
詞
と
共
に
、
⑧
古
典
文
庫
本
の
記
事
通
り
、
借
状
を
破
る
演
技
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
②
馬
瀬
『
狂
言
六
義
』
は
、
馬
瀬
狂
言
資
料
の
中
で
も
最
も
古
い
文
化
二
年
の
奥
書
が
あ
り
、
馬
瀬
で
も
こ
う
し
た
演
出
を
古
く
か
ら
行
っ
て
い
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。
「
文
荷
」
に
つ
い
て
は
、
①
馬
瀬
現
行
の
形
は
冒
頭
に
掲
げ
た
通
り
で
、
Ａ
に
分
類
さ
れ
る
が
、
他
本
で
は
異
な
る
分
類
と
な
る
。
⑤
明
和
中
根
本 ７
二
郎
「
ゆ
る
さ
せ
ら
れ

直
ニ
追
込
、
シ
テ
柱
マ
テ
行
、
ア
ト
迯
る
内
ニ
脇
座
ニ
テ
シ
テ
文
ヲ
下
ニ
置
ト
ク
ト
ノ
ハ
シ
文
ヲ
ツ
ク
ル
「
ヤ
イ
そ
こ
な
や
つ
「
ハ
ア
「
己
ハ
そ
こ
に
何
と
し
て
居
、
悪
イ
や
つ
の
「
ハ
ア
是
か
少
人
の
御
返
事
て
こ
さ
り
ま
す
主
「
何
の
御
返
事
、
悪
イ
や
つ
の
太
「
ゆ
る
さ
せ
ら
れ

「
あ
の
大
ち
や
く
も
の
や
る
ま
い
そ

「
ゆ
る
さ
せ
ら
れ

追
込
也
⑩
狂
言
大
全
集
や
る
ま
い
ぞ

カ
ツ
キ
頼
ふ
た
御
人
、
是
ハ
正
身
の
御
返
事
て
御
座
る
ヱ
ゝ
又
其
連
を
云
ぞ
免
さ
せ
ら
れ
い

ア
ノ
お
ふ
ち
や
く
者
や
る
ま
い
ぞ

い
ず
れ
も
、
次
郎
冠
者
が
先
に
逃
げ
、
そ
の
後
太
郎
冠
者
が
、
主
に
対
し
て
、
破
い
た
手
紙
を
恋
文
の
相
手
で
あ
る
少
人
か
ら
の
返
事
と
ご
ま
か
し
て
逃
げ
込
む
形
で
、
分
類
と
し
て
は
、
Ｂ
に
該
当
し
よ
う
。
太
郎
冠
者
次
郎
冠
者
の
二
人
が
時
間
差
で
逃
げ
る
こ
と
で
考
え
ら
れ
た
演
出
と
も
言
え
る
。
こ
れ
ら
の
資
料
に
比
し
て
、
①
馬
瀬
現
行
の
形
で
は
、
少
人
か
ら
の
返
事
と
ご
ま
か
し
た
後
、
更
に
主
を
か
ら
か
う
台
詞
が
付
加
さ
れ
、
追
い
込
む
時
間
が
よ
り
長
く
な
り
、
主
に
対
す
る
太
郎
冠
者
次
郎
冠
者
の
横
柄
さ
、
図
々
し
さ
も
強
調
さ
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
②
馬
瀬
資
料
は
三
種
あ
り
、
そ
の
内
二
種
の
資
料
は
①
馬
瀬
現
行
と
共
通
す
る
が
、
天
保
十
三
年
奥
書
の
『
鬼
瓦
の
外
八
番
』
（
中
北
小
す
ゑ
23）
に
は
「
是
か
正
真
の
御
返
事
て
御
座
る
」
と
あ
り
、
⑩
狂
言
大
全
集
の
形
と
共
通
す
る
も
の
が
認
め
ら
れ
た
。
馬
瀬
で
は
、
Ａ
、
Ｂ
両
方
の
形
が
あ
り
Ａ
の
形
が
定
着
し
た
よ
う
で
あ
る
。
（
2）「
縄
綯
」
「瓜
盗
人
」
「簸
」
「
縄
綯
」
「
瓜
盗
人
」
は
、
共
に
②
馬
瀬
資
料
と
⑩
狂
言
大
全
集
に
用
例
が
あ
る
。
ま
ず
「
縄
綯
」
の
②
馬
瀬
資
料
は
三
種
あ
り
、
年
代
が
明
ら
か
な
資
料
二
種
を
こ
こ
に
掲
げ
た
。
資
料
ア
が
文
政
十
四
年
に
書
写
さ
れ
た
記
事
を
有
す
る
も
の
で
、
資
料
イ
は
大
正
六
年
に
写
さ
れ
た
台
本
で
あ
る
。
②
ア
馬
瀬
『八
句
連
歌
他
一
二
番
』
（
中
北
小
す
ゑ
別
口
5）
あ
あ
ゆ
る
さ
せ
ら
れ

ま
だ
そ
こ
に
を
る
か
ゆ
る
さ
せ
ら
れ

あ
の
を
ゝ
ち
や
く
も
の
先
ま
た
せ
ら
れ
ま
て
と
ハ
何
ゑ
た


ゑ
た
ま
だ
其
つ
れ
を
ゆ
う
あ
ゝ
ゆ
る
さ
せ
ら
れ

や
る
ま
い
そ

ゆ
る
せ ママ
ら
れ

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②
イ
馬
瀬
『縄
な
ひ
』
（
河
原
良
治
氏
蔵
）
か
「
ま
だ
そ
こ
に
居
か
太
「
ゆ
る
さ
せ
ら
れ

か
「
あ
の
大
着
者
や
る
ま
い
ぞ
、

太
「
先
ま
た
せ
ら
れ
か
「
待
と
は
何
と
太
「
大
き
な
口
へ
紅
を
ち
よ
ひ
と
⑩
狂
言
大
全
集
ア
ゝ
ゆ
る
さ
せ
ら
れ

や
る
ま
い
ぞ

ア
ゝ
先
お
待
や
れ
ま
て
と
ハ
ヱ
た
か

大
笑
ア
ゝ
ゆ
る
さ
せ
ら
れ

こ
の
曲
は
、
博
打
好
き
の
主
が
借
金
の
か
た
と
し
て
、
働
き
者
の
太
郎
冠
者
を
借
金
相
手
の
何
某
に
差
し
出
す
が
、
何
某
宅
で
そ
の
こ
と
を
知
っ
た
太
郎
冠
者
は
全
く
働
か
ず
、
困
っ
た
主
は
、
再
度
家
に
戻
し
て
、
そ
の
働
き
ぶ
り
を
何
某
に
見
せ
よ
う
と
す
る
。
帰
宅
が
叶
っ
た
太
郎
冠
者
は
大
喜
び
で
、
主
の
前
で
何
某
の
悪
口
を
言
い
な
が
ら
縄
を
綯
い
、
途
中
か
ら
主
と
入
れ
代
わ
っ
た
何
某
に
追
い
込
ま
れ
る
こ
と
と
な
る
。
②
ア
馬
瀬
『
八
句
連
歌
他
一
二
番
』
と
⑩
狂
言
大
全
集
に
み
え
る
「
ゑ
た

」
「
ヱ
た
か

」
は
、
何
某
の
妻
が
歩
く
様
子
を
あ
ひ
る
の
歩
く
様
に
喩
え
た
表
現
で
、
太
郎
冠
者
が
何
某
宅
の
悪
口
を
連
ね
る
話
の
中
に
出
て
く
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
台
詞
も
、
何
某
に
対
す
る
か
ら
か
い
の
言
葉
と
認
め
ら
れ
る
。
②
イ
馬
瀬
『
縄
な
ひ
』
で
は
、
そ
の
箇
所
が
「
大
き
な
口
へ
紅
を
ち
よ
ひ
と
」
と
妻
の
容
貌
の
悪
口
と
な
り
、
内
容
が
異
な
る
も
の
の
、
同
様
に
か
ら
か
う
こ
と
を
主
眼
と
し
た
も
の
と
み
て
差
し
支
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、「
瓜
盗
人
」
も
す
で
に
拙
稿
に
示
し
た
通
り ８
、
い
ず
れ
の
資
料
（
①
②
⑩
）
と
も
共
通
し
た
形
が
認
め
ら
れ
、
盗
人
が
畑
主
と
綱
を
引
き
合
い
、
途
中
で
放
す
。
こ
れ
は
直
前
に
演
じ
ら
れ
た
、
祭
り
の
稽
古
の
演
技
を
繰
り
返
し
つ
つ
、
そ
れ
を
逆
手
に
と
っ
て
、
盗
人
が
畑
主
を
転
が
す
こ
と
に
な
る
。
一
方
「
簸
」
は
、
②
馬
瀬
資
料
と
⑦
和
泉
流
秘
書
に
共
通
す
る
形
が
認
め
ら
れ
る
。
②
馬
瀬
『鬼
瓦
の
外
八
番
』
（
中
北
小
す
ゑ
23）
又
直
ニ
追
込
ミ
ニ
テ
モ
ス
ル
一
ノ
松
に
て
先
ま
て

待
と
は
何
と
も
一
さ
し
舞
ふ
か
又
ね
む
ら
ぬ
か
⑦
和
泉
流
秘
書
次
「
ア
ゝ
ゆ
る
し
て
く
れ
い

太
「
や
る
ま
い
そ

次
「
ア
ゝ
先
待
て

太
「
待
と
ハ
な
ん
と
次
「
最
一
さ
し
舞
ふ
か
も
一
ね
い
り
せ
ぬ
か
太
「
己
ま
た
其
つ
れ
を
い
ふ
か
次
「
ア
ゝ
ゆ
る
し
て
呉
い

太
「
や
る
ま
い
そ

②
馬
瀬
『
鬼
瓦
の
外
八
番
』
で
は
、
別
演
出
の
形
で
書
き
留
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
次
郎
冠
者
が
、
茶
を
挽
き
な
が
ら
居
眠
り
す
る
太
郎
冠
者
を
か
ら
か
う
台
詞
（
傍
線
部
）
が
い
ず
れ
の
資
料
に
も
認
め
ら
れ
る
。
こ
れ
ま
で
の
例
は
、
各
資
料
と
も
分
類
が
共
通
す
る
も
の
が
多
か
っ
た
が
、
一
方
で
馬
瀬
狂
言
と
は
少
し
異
な
る
形
も
認
め
ら
れ
る
。
（
3）「
清
水
」「
花
子
」
「
清
水
」
と
「
花
子
」
は
、
①
馬
瀬
現
行
（
「
清
水 ９
」
）、
②
馬
瀬
資
料
（
「
花
子
」
）
と
⑧
古
典
文
庫
本
が
該
当
す
る
。
「
清
水
」
は
、
野
中
の
清
水
に
水
み
に
行
き
た
く
な
い
太
郎
冠
者
が
、
そ
こ
に
鬼
が
出
た
と
作
り
話
を
し
、
や
っ
て
き
た
主
を
鬼
の
面
を
か
ぶ
っ
て
脅
す
が
、
主
に
見
つ
か
り
追
い
込
ま
れ
る
と
い
う
展
開
と
な
る
。
①
馬
瀬
現
行
の
終
曲
部
で
は
、
鬼
に
扮
し
た
時
の
太
郎
の
台
詞
で
あ
る
「
取
っ
て
か
も
う
」
（
傍
線
部
）
を
繰
り
返
す
こ
と
で
、
主
を
か
ら
か
う
。
主
「
ま
た
其
こ
こ
に
居
る
か
太
「
許
さ
せ
ら
れ
許
さ
せ
ら
れ
主
「
お
の
れ
を
何
ん
と
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し
て
く
れ
よ
う
知
ら
ぬ
太
「
先
づ
お
待
ち
な
さ
れ
ま
せ
主
「
待
て
と
は
何
ん
と
太
「
取
っ
て
か
も
う
主
「
ま
だ
其
の
つ
れ
を
言
ふ
太
「
は
ゝ
あ
許
さ
せ
ら
れ
許
さ
せ
ら
れ
主
「
あ
の
横
着
者
や
る
ま
い
ぞ
や
る
ま
い
ぞ
太
「
許
さ
せ
ら
れ
許
さ
せ
ら
れ
主
「
や
る
ま
い
ぞ
や
る
ま
い
ぞ
こ
の
曲
と
ほ
ぼ
同
じ
演
出
が
、
次
の
②
馬
瀬
『
狂
言
』
の
「
伯
母
が
酒
」
に
も
認
め
ら
れ
る
。
こ
の
曲
も
酒
屋
を
営
む
伯
母
を
鬼
の
面
を
被
っ
て
脅
す
酒
好
き
の
甥
の
話
で
、
同
じ
趣
向
を
持
つ
こ
と
か
ら
取
り
入
れ
ら
れ
た
演
出
と
推
測
さ
れ
る
。
②
馬
瀬
『狂
言
』
（
中
林
武
一
30ノ
14）
「
伯
母
が
酒
」
「
ア
ゝ
先
待
せ
ら
れ
い
「
待
と
ハ
な
ん
と
「
と
つ
て
か
も
う
「
な
ん
の
と
つ
て
か
も
う
「
ア
ゝ
ゆ
る
さ
せ
ら
れ

「
や
る
ま
い
ぞ

（
後
略
）
一
方
の
⑧
古
典
文
庫
本
で
は
、「
極
傳
ノ
仕
方
」
と
し
て
、
一
此
狂
言
極
傳
ノ
仕
方
ゆ
る
さ
せ
ら
れ

お
の
れ
何
と
し
て
く
れ
う
ぞ
ご
ゆ
る
さ
れ
ま
せ

扨
ゝ
憎
い
や
つ
の
（
中
略
）
ア
ヽ
先
お
待
な
さ
れ
ま
せ
ト
云
テ
止
待
と
は
何
と
ト
云
太
郎
彼
お
約
束
の
酒
を
お
忘
れ
な
さ
れ
ま
す
な
ト
云
お
の
れ
ま
だ
其
様
な
事
を
ぬ
か
し
お
る
ト
云
テ
追
込
太
郎
笑
ご
ゆ
る
さ
れ
ま
せ

ト
云
テ
入
也
追
い
込
み
を
一
旦
止
め
た
後
の
太
郎
冠
者
の
言
葉
は
、
鬼
の
姿
で
主
を
脅
し
た
時
に
交
わ
し
た
約
束
（
傍
線
部
）
を
繰
り
返
す
。
台
詞
の
内
容
は
異
な
る
が
、
主
に
対
し
て
の
か
ら
か
い
で
あ
る
こ
と
は
、
古
典
文
庫
本
の
ト
書
き
の
記
述
通
り
、
「
笑
」
っ
て
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
「
清
水
」
の
場
合
は
、
詞
章
は
異
な
る
も
の
の
、
太
郎
冠
者
が
鬼
に
扮
し
た
時
の
こ
と
ば
を
繰
り
返
し
、
再
び
追
い
込
ま
れ
る
こ
と
に
な
る
。
一
方
、
妻
に
愛
人
の
元
へ
行
っ
て
い
た
こ
と
が
見
つ
か
っ
た
男
が
追
い
込
ま
れ
る
「
花
子
」
で
は
、
台
本
に
よ
っ
て
描
き
方
が
異
な
る
。
②
馬
瀬
『狂
言
花
子
』
（
明
治
二
十
六
年
本
中
林
慶
三
30ノ
17）
女
「
ま
だ
そ
こ
に
お
る
か
主
「
ゆ
る
し
て
く
れ
い

女
「
お
の
れ
お
な
ん
と
し
て
く
り
よ
う
主
「
先
ま
て

女
「
ま
て
と
ハ
な
ん
と
主
「
花
子
様
女
「
な
に
花
子
様
う
め
と
ゆ
ゑ

主
「
様
め
女
「
ヱ
ア
腹
立
や

主
「
ゆ
る
し
て
く
れ

女
「
や
る
ま
い
そ

（
後
略
）
⑧
古
典
文
庫
本
立
テ
常
ノ
追
廻
シ
ノ
ヤ
ウ
ニ
ニ
グ
ル
（
中
略
）
女
「
ヱ
ヽ
腹
立
や
、
わ
ら
は
が
し
る
ま
い
と
思
ふ
か
、
有
様
に
い
は
ぬ
か
い
や
い

女
ツ
ヨ
ク
セ
メ
ヨ
ル
シ
テ
「
ア
ヽ
先
お
ま
ち
あ
れ
シ
テ
柱
ノ
先
ニ
テ
膝
ツ
キ
女
「
ま
て
と
は
シ
テ
「
さ
う
あ
ら
ば
最
早
お
こ
ら
へ
あ
つ
て
た
も
れ
拝
ム
女
「
ヱ
ヽ
腹
立
や
、
何
と
し
て
く
れ
う
ぞ
追
シ
テ
「
ア
ヽ
ゆ
る
し
て
お
く
れ
あ
れ
迯
込
②
馬
瀬
明
治
二
十
六
年
本
で
は
、
シ
テ
が
「
花
子
様
」
と
言
葉
を
か
け
、
女
は
シ
テ
に
「
花
子
様
め
」
と
言
わ
せ
よ
う
と
す
る
が
、
シ
テ
は
「
様
め
」
と
し
か
言
わ
ず
、
女
に
反
抗
し
な
が
ら
も
、
従
わ
ざ
る
を
得
な
い
シ
テ
の
様
子
が
窺
え
る
。
「
千
切
木
」
の
後
半
、
シ
テ
は
自
分
に
乱
暴
を
働
い
た
相
手
を
呼
び
出
す
際
に
、
女
か
ら
相
手
の
名
前
に
「
め
」
を
つ
け
る
こ
と
を
迫
ら
れ
、
し
ぶ
し
ぶ
後
か
ら
「
め
」
だ
け
を
叫
ぶ
シ
テ
の
姿
と
重
な
ろ
う
。
一
方
の
⑧
古
典
文
庫
本
で
は
、
傍
線
部
の
通
り
、
女
に
対
し
て
、
「
拝
」
ん
で
許
し
て
も
ら
お
う
と
す
る
シ
テ
の
恐
妻
ぶ
り
が
描
か
れ
、
分
類
は
Ｃ
に
該
当
す
る
。
こ
う
し
た
追
う
相
手
に
対
し
て
詫
び
る
形
は
⑥
波
形
本
「
路
」
に
も
確
認
が
で
き
る
。
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ヲ
イ
廻
し
シ
テ
「
ハ
ヽ
ア
先
お
待
ち
や
れ
ト
シ
テ
柱
ニ
テ
片
ヒ
ザ
ツ
キ
ワ
ビ
テ
モ
聞
ス
女
「
待
と
云
事
が
有
物
か
も
と
の
や
う
に
し
て
か
へ
せ

ト
ヲ
イ
込
ナ
リ
し
か
し
、
勝
手
に
夫
の
頭
を
剃
ら
れ
た
と
思
い
込
む
妻
は
納
得
せ
ず
、
こ
ち
ら
は
待
つ
こ
と
も
せ
ず
に
追
い
込
ん
で
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
自
分
が
追
わ
れ
る
状
況
に
窮
し
、
相
手
に
許
し
て
貰
お
う
と
す
る
姿
勢
は
自
然
な
流
れ
で
も
あ
る
が
、
こ
う
し
た
Ｃ
の
形
よ
り
も
実
際
に
は
Ａ
の
形
が
多
い
。
（
4）「
棒
縛
」
「
棒
縛
」
は
、
①
馬
瀬
現
行
と
⑩
狂
言
大
全
集
に
認
め
ら
れ
る
。
主
の
留
守
中
に
盗
み
酒
を
す
る
た
め
手
を
縛
ら
れ
た
太
郎
冠
者
次
郎
冠
者
が
、
そ
れ
で
も
酒
を
飲
も
う
と
す
る
と
こ
ろ
に
お
か
し
み
が
あ
る
曲
で
あ
る
が
、
①
⑩
の
資
料
共
に
途
中
で
縄
を
解
い
て
の
酒
宴
と
い
う
展
開
と
な
る
（
他
家
で
は
、
縄
を
解
か
ず
に
そ
の
ま
ま
で
酒
を
飲
む
こ
と
が
多
い
）。
①
馬
瀬
現
行
主
「
ま
だ
そ
こ
に
お
る
か
」
太
「
御
許
さ
れ
ま
せ
御
許
さ
れ
ま
せ
」
主
「
己
何
と
し
て
く
れ
よ
う
知
ら
ぬ
」
太
「
先
づ
お
待
ち
な
さ
れ
ま
せ
」
主
「
待
て
と
は
何
ん
と
」
太
「
う
ち
の
者
か
な
」
主
「
ま
だ
そ
の
つ
れ
を
言
ひ
や
る
」
太
「
御
許
さ
れ
ま
せ
御
許
さ
れ
ま
せ
」
次
「
ち
ゃ
っ
と
来
い
ち
ゃ
っ
と
来
い
」
主
「
や
る
ま
い
ぞ
や
る
ま
い
ぞ
」
両
人
「
御
許
さ
れ
ま
せ
御
許
さ
れ
ま
せ
」
⑩
狂
言
大
全
集
己
れ
く ママ
い
や
つ
の
ア
ヽ
ゆ
る
さ
せ
ら
れ

ホ
壱
つ
お
上
り
被
成
ま
せ
ぬ
か
己
れ
ま
た
そ
の
連
を
言
う
ア
ヽ
ゆ
る
さ
せ
ら
れ
い

ア
ノ
お
ヽ
ち
や
く
も
の
や
る
ま
い
ぞ

や
る
ま
い
ぞ

①
馬
瀬
現
行
の
傍
線
部
は
、
直
前
に
謡
っ
た
「
月
は
一
つ
、
影
は
二
つ
、
満
潮
の
夜
の
酒
盃
に
主
を
の
せ
て
ん
主
と
も
思
は
ぬ
う
ち
の
者
の マ
マか
な
」
の
一
部
を
繰
り
返
し
た
も
の
で
、
⑩
狂
言
大
全
集
は
、
「
一
つ
い
か
が
か
」
と
い
っ
た
内
容
で
、
い
ず
れ
も
ま
だ
酒
宴
が
続
い
て
い
る
か
の
よ
う
な
対
応
と
な
っ
て
い
る
。
和
泉
流
諸
本
で
は
、
Ａ
の
割
合
が
多
い
も
の
の
、
異
な
る
分
類
に
該
当
す
る
も
の
も
認
め
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
次
に
和
泉
流
諸
本
で
の
例
を
確
認
し
て
い
く
こ
と
と
す
る
。
（
5）
和
泉
流
諸
本
の
形
先
の
馬
瀬
狂
言
資
料
と
共
に
取
り
上
げ
ら
れ
な
か
っ
た
和
泉
流
諸
本
の
曲
に
つ
い
て
、
分
類
順
に
分
析
し
て
い
く
。
ま
ず
Ａ
と
認
め
ら
れ
る
曲
は
、
次
の
六
曲
で
あ
る
。
分類
Ａ

ａ
「
宝
の
笠
」
ま
ず
は
、
「
宝
の
笠
」
で
あ
る
。
他
流
で
は
「
隠
笠
」
と
称
さ
れ
る
こ
の
曲
は
、
鬼
の
宝
物
の
一
つ
で
あ
る
隠
れ
笠
と
し
て
、
古
笠
を
売
ら
れ
た
太
郎
冠
者
が
主
に
取
り
繕
う
と
す
る
が
、
結
局
露
見
し
て
、
追
い
込
ま
れ
る
も
の
で
あ
る
。
⑦
和
泉
流
秘
書
と
⑧
古
典
文
庫
本
に
こ
の
演
出
が
認
め
ら
れ
、
⑦
和
泉
流
秘
書
は
、
曲
の
終
わ
り
に
記
さ
れ
た
傍
注
で
、
別
演
出
を
記
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
両
者
の
詞
章
は
共
通
し
て
お
り
、
追
い
込
み
の
途
中
で
偽
物
の
古
笠
を
被
っ
て
、
姿
が
見
え
な
い
だ
ろ
う
と
主
張
し
て
い
る
太
郎
冠
者
を
描
く
。
⑦
和
泉
流
秘
書
ア
「
や
る
ま
い
そ

シ
「
ゆ
る
さ
せ
ら
れ

先
御
待
被
成
ま
せ
待
と
ハ
何
と
何
ん
と
見
へ
ま
す
ま
い
か
の
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⑧
古
典
文
庫
本
追
廻
ス
（
中
略
）
ア
ト
「
お
の
れ
何
と
し
て
く
れ
う
シ
テ
「
先
お
待
な
れ
マ
マ
ま
せ

ア
ト
「
ま
て
と
は
何
と
シ
テ
「
左
ノ
方
ヲ
笠
ニ
テ
隠
シ
見
え
は
致
す
ま
い
ア
ト
「
ま
だ
其
つ
れ
を
い
ふ
か
シ
テ
「
ア
ヽ
ご
ゆ
る
さ
れ
ま
せ

ア
ト
「
扨
ヽ
憎
い
や
つ
の
シ
テ
「
ご
ゆ
る
さ
れ
ま
せ

ア
ト
「
や
る
ま
い
そ

ト
云
テ
追
込
也
ｂ
「
内
沙
汰
」（
⑧
古
典
文
庫
本
）
「
内
沙
汰
」
は
、
妻
と
共
に
公
事
（
裁
判
）
の
稽
古
を
し
て
い
た
シ
テ
が
い
つ
し
か
本
物
の
公
事
と
勘
違
い
し
目
を
回
し
、
妻
に
介
抱
さ
れ
て
正
気
に
戻
る
と
、
公
事
の
相
手
で
あ
る
右
近
と
妻
と
の
仲
を
疑
い
、
指
を
差
し
て
非
難
し
、
妻
に
追
い
込
ま
れ
る
。
「
そ
れ
あ
さ
し
た
」
は
、
妻
を
笑
い
な
が
ら
指
差
し
て
挑
発
す
る
こ
と
ば
で
あ
る
。
シ
テ
「
ア
ヽ
是
は
何
と
す
る
女
「
何
と
ゝ
い
ふ
事
が
有
者
か
シ
テ
「
先
ま
て

女
「
ま
て
と
は
何
と
シ
テ
「
そ
れ
あ
さ
し
た
は
笑
女
「
ヱ
ヽ
腹
立
や

さ
か
う
か
引
裂
う
か
（
後
略
）
ｃ
「
仁
王
」（
⑧
古
典
文
庫
本
）
⑧
古
典
文
庫
本
に
は
、
も
う
一
曲
「
仁
王
」
が
あ
る
。
打
ち
負
け
た
博
打
打
ち
が
に
せ
の
仁
王
像
に
化
け
て
、
一
け
を
企
む
が
、
一
度
は
信
じ
た
参
詣
人
た
ち
も
お
か
し
い
こ
と
に
気
づ
き
、
追
い
込
む
こ
と
に
な
る
。
二
「
扨
ヽ
憎
い
奴
の
シ
テ
「
ゆ
る
し
て
呉
い

頭
「
其
刀
を
お
こ
せ
シ
テ
「
先
ま
て

頭
「
ま
て
と
は
シ
テ
「
此
様
な
物
は
い
ら
ぬ
わ
い
や
い
ト
云
テ
草
履
ヲ
投
出
ス
頭
「
あ
の
売
僧
ど
つ
ち
へ
行
お
る
誰
も
な
い
か
、
捉
へ
て
く
れ
い
や
い

皆
「
や
る
ま
い
ぞ

二
「
早
う
捉
へ
さ
せ
ら
れ

（
中
略
）
シ
テ
ハ
此
様
な
物
は
い
ら
ぬ
わ
い
や
い
ト
云
テ
笑
（
後
略
）
と
、
参
詣
人
が
仁
王
に
寄
進
し
た
も
の
を
、
仁
王
に
扮
し
た
男
が
投
げ
返
す
場
面
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
寄
進
す
る
行
為
の
逆
を
示
す
も
の
で
、
男
を
追
う
参
詣
人
の
追
及
が
よ
り
激
し
さ
を
増
す
展
開
と
な
る
。
ｄ
「
附
子
」
「呼
声
」（
⑩
狂
言
大
全
集
）
「
附
子
」
「呼
声
」
共
に
⑩
狂
言
大
全
集
に
認
め
ら
れ
る
。
よ
く
知
ら
れ
た
「
附
子
」
で
は
、
主
に
対
し
て
附
子
を
一
口
食
べ
な
い
か
と
誘
う
詞
章
が
認
め
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
先
の
「
棒
縛
」
の
表
現
に
類
似
し
た
も
の
と
言
え
る
。
ま
た
居
留
守
を
使
う
太
郎
冠
者
の
姿
を
描
い
た
「
呼
声
」
で
も
、
傍
線
部
の
通
り
、
本
人
が
そ
の
場
に
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
留
守
を
主
張
す
る
台
詞
と
な
っ
て
い
る
。
「
附
子
」
や
る
ま
い
ぞ

ち
や
と
行
ケ

カ
ツ
キ
一
口
あ
か
り
ま
せ
ぬ
か
ヱ
ゝ
ま
た
其
の
連
な
事
を
ア
ゝ
ゆ
る
さ
せ
ら
れ
い

や
る
ま
い
ぞ

ア
ノ
お
ゝ
ち
や
く
も
の
「
呼
声
」
ア
ゝ
ゆ
る
さ
せ
ら
れ

や
る
ま
い
そ
先
つ
待
た
せ
ら
れ
い
待
と
は
な
ん
と
留
守
で
御
座
る
笑
お
の
れ
ま
た
そ
の
連
を
い
ふ
ア
ゝ
ゆ
る
さ
せ
ら
れ
い

あ
の
大
ち
や
く
者
や
る
ま
い
そ

こ
れ
ら
の
太
郎
冠
者
に
は
反
省
の
色
は
み
え
ず
、
む
し
ろ
主
の
怒
り
を
買
っ
た
行
為
を
面
白
が
っ
て
い
る
か
の
よ
う
な
印
象
を
観
客
に
与
え
る
も
の
だ
ろ
う
。
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ｅ
「
の
酒
」（
⑨
狂
言
集
成
）
こ
の
他
に
、
⑨
狂
言
集
成
で
の
唯
一
の
例
が
「
の
酒
」
で
あ
る
。
こ
の
曲
は
別
々
の
蔵
に
い
た
太
郎
冠
者
と
次
郎
冠
者
が
を
掛
け
渡
し
て
、
酒
盛
り
に
興
じ
る
曲
で
あ
る
。
ア
ド
「
憎
い
奴
の
。
シ
テ
「
あ
ゝ
先
づ
お
待
ち
な
さ
れ
ま
せ
。
ア
ド
「
何
と
待
て
と
は
。
シ
テ
「
泉
の
壺
で
御
座
る
に
依
つ
て
。
飲
め
ど
も
尽
き
る
事
で
は
御
座
ら
ぬ
。
ア
ド
「
ま
だ
そ
の
つ
れ
を
ぬ
か
し
を
る
。
あ
の
横
着
者
。
や
る
ま
い
ぞ

。
ト
云
う
て
。
追
込
み
入
る
。
一
旦
止
め
た
後
の
太
郎
冠
者
の
言
葉
は
、
酒
宴
で
謡
っ
て
い
た
「
邯
鄲
」
の
「
よ
も
尽
き
じ
薬
の
水
も
泉
な
れ
ば
」
に
こ
と
寄
せ
て
ご
ま
か
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
こ
の
曲
は
、
④
和
泉
家
古
本
に
も
あ
り
、
主
「
（
中
略
）
マ
フ
テ
イ
ル
ヲ
ミ
テ
肝
ヲ
ツ
フ
イ
テ
に
く
い
や
つ
の
ト
云
テ
追
マ
ハ
ス
シ
テ
「
い
や
目
出
た
い
事
か
御
さ
る
ト
云
主
「
何
事
し
や
ト
云
シ
テ
「
此
つ
ほ
は
泉
て

の
め
共
く
め
と
も
つ
き
ま
ら
せ
ぬ
お
家
御
は
ん
し
や
う
の
瑞
相
て
御
さ
る
ト
云
主
「
あ
の
に
く
い
や
つ
か
ト
云
テ
留
ル
也
「
又
相
舞
ノ
内
ニ
主
出
テ
其
儘
追
入
モ
有
ヘ
シ
と
、「
追
マ
ハ
ス
」
と
い
う
語
の
後
に
、「
め
ど
も
尽
き
な
い
泉
だ
か
ら
」
と
言
い
訳
す
る
詞
章
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
⑨
狂
言
集
成
と
共
通
す
る
演
出
で
あ
っ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
よ
う
。
分類
Ｂ

Ｂ
に
分
類
さ
れ
る
も
の
と
し
て
、
初
め
に
「
因
幡
堂
」
「石
神
」
「金
岡
」
を
取
り
上
げ
る
。
い
ず
れ
も
夫
婦
物
で
、
「
因
幡
堂
」
と
「
石
神
」
は
離
縁
を
テ
ー
マ
と
し
て
い
る
。
ａ
「
因
幡
堂
」
ま
ず
「
因
幡
堂
」
は
、
酒
飲
み
の
妻
を
持
っ
た
男
が
、
妻
が
実
家
に
戻
っ
て
い
る
最
中
に
離
縁
状
を
送
り
、
そ
の
ま
ま
因
幡
薬
師
に
申
し
妻
を
願
う
が
、
そ
の
企
み
が
妻
に
露
見
し
、
追
い
込
ま
れ
る
と
い
う
曲
で
あ
る
。
こ
の
中
で
は
、
一
度
離
縁
し
た
は
ず
の
妻
に
再
度
娶
せ
ら
れ
て
、
因
幡
薬
師
へ
の
不
満
を
述
べ
る
シ
テ
の
台
詞
が
、
追
い
込
み
の
途
中
で
挟
ま
れ
る
。
⑤
明
和
中
根
本
で
は
、
別
演
出
の
形
で
示
さ
れ
て
い
る
が
、
後
続
の
台
本
類
に
も
共
通
す
る
詞
章
が
確
認
で
き
る
。
⑤
明
和
中
根
本
シ
テ
「
ア
ヽ
ゆ
る
し
て
く
れ

ト
追
廻
シ
ニ
モ
ス
ル
、
ス
グ
ニ
追
込
ニ
モ
ス
ル
、
一
ノ
松
ニ
テ
先
待
ト
留
テ
、
是
ハ
薬
師
如
来
も
聞
ぬ
事
し
や
ト
云
仕
様
も
有
⑦
和
泉
流
秘
書
シ
「
ア
ヽ
先
待
て

女
「
待
と
ハ
何
と
シ
「
ア
ヽ
御
薬
師
も
き
こ
へ
ぬ
物
ち
や
女
「
ヱ
イ
腹
立
や

ま
た
其
つ
れ
を
言
ふ
か
（
後
略
）
⑧
古
典
文
庫
本
シ
テ
「
ア
ヽ
先
ま
て

ト
云
テ
両
手
差
出
ス
ア
ト
「
待
と
は
何
と
シ
テ
「
是
は
又
お
薬
師
も
聞
え
ぬ
事
ぢ
や
ア
ト
「
ヱ
ヽ
ま
だ
其
つ
れ
を
い
ふ
か
何
と
し
て
く
れ
う
ぞ
（
後
略
）
ｂ
「
金
岡
」（
⑧
古
典
文
庫
本
）
「
因
幡
堂
」
と
同
様
に
、
不
満
を
も
ら
す
の
が
、「
金
岡
」
で
あ
る
。
こ
の
曲
は
、
高
名
な
絵
師
の
巨
勢
金
岡
が
宮
中
の
上
﨟
に
恋
を
し
、
そ
の
こ
と
に
気
づ
い
た
妻
が
、
絵
師
の
腕
で
自
分
を
そ
の
女
性
に
似
せ
て
絵
取
れ
ば
よ
い
と
提
案
し
、
試
し
て
み
た
も
の
の
、
全
く
似
る
こ
と
は
な
く
失
望
す
る
と
い
う
話
で
あ
る
。
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ア
ト
「
腹
立
や

シ
テ
「
先
お
待
あ
れ

ア
ト
「
ま
て
と
ハ
何
と
シ
テ
「
お
ぬ
し
の
様
な
黒
ひ
顔
は
ど
う
も
似
ぬ
わ
い
な
ア
ト
「
ヱ
ヽ
腹
立
や
ま
だ
其
つ
れ
を
い
ふ
か
シ
テ
「
さ
う
あ
ら
バ
最
早
ゆ
る
し
て
お
く
れ
あ
れ

（
後
略
）
傍
線
部
の
表
現
は
、
シ
テ
の
開
き
直
り
と
も
受
け
取
れ
る
言
葉
な
が
ら
、
シ
テ
自
身
が
妻
の
顔
を
彩
り
な
が
ら
歌
う
内
容
（
「
紅
や
白
粉
す
り
ぬ
り
た
れ
ど
、
下
地
は
黒
き
山
が
ら
す
の
、
よ
そ
に
も
人
や
笑
ふ
ら
ん
」）
に
重
な
り
、
観
客
の
笑
い
を
誘
う
。
ｃ
「
石
神
」
「
石
神
」
は
、
妻
が
夫
と
離
縁
す
る
か
ど
う
か
、
出
雲
路
の
夜
叉
神
に
尋
ね
に
赴
く
と
、
夜
叉
神
に
な
り
す
ま
し
た
男
が
偽
り
の
お
告
げ
を
示
す
が
、
妻
の
神
楽
に
浮
か
れ
て
企
み
が
露
見
す
る
。
⑥
波
形
本
と
⑧
古
典
文
庫
本
に
認
め
ら
れ
、
い
ず
れ
も
石
神
に
か
こ
つ
け
て
ご
ま
か
す
内
容
で
、
男
の
い
い
加
減
さ
を
強
調
し
つ
つ
、
妻
の
怒
り
を
か
き
立
て
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
⑥
波
形
本
ヲ
イ
廻
し
シ
テ
「
先
ま
て

女
「
待
と
ハ
シ
テ
「
正
神
の
石
神
し
や
程
に
是
程
の
き
ど
く
は
有
ふ
女
「
ま
た
そ
の
つ
れ
を
い
ふ
か
腹
立
や

ト
ヲ
ツ
テ
入
ル
⑧
古
典
文
庫
本
女
「
ヱ
ヽ
腹
立
や

ト
云
ナ
ガ
ラ
脇
座
ノ
方
へ
追
テ
行
シ
テ
「
ア
ヽ
先
ま
て

ト
云
ナ
ガ
ラ
両
手
ニ
テ
止
ル
女
「
ま
て
と
ハ
何
と
シ
テ
「
余
り
お
神
楽
が
面
白
さ
に
石
神
も
感
応
あ
つ
た
わ
い
や
い
ト
云
ナ
ガ
ラ
面
ヲ
両
ノ
手
ニ
持
右
ノ
方
へ
サ
シ
ア
ゲ
見
ス
ル
ト
女
「
弥
腹
立
踏
ナ
ラ
シ
ヱ
ヽ
腹
立
や
お
の
れ
ま
だ
そ
の
つ
れ
を
い
ふ
か
シ
テ
「
最
早
ゆ
る
し
て
く
れ
い

（
後
略
）
こ
の
後
の
注
記
と
し
て
、
是

正
真
の
石
神
は
爰
に
ご
ざ
る
ト
云
ナ
ガ
ラ
面
ヲ
両
手
ニ
持
、
右
ノ
方
ヘ
サ
シ
ア
ゲ
見
ス
ル
ト
、
女
イ
ヨ

腹
立
追
入
也
⑧
古
典
文
庫
本
に
は
二
種
類
の
詞
章
が
示
さ
れ
て
、
い
ず
れ
も
傍
線
部
の
通
り
、
妻
を
よ
り
怒
ら
せ
る
演
出
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ｄ
「
墨
塗
」（
⑧
古
典
文
庫
本
）
「
墨
塗
」
は
、
帰
国
す
る
こ
と
に
な
っ
た
大
名
が
馴
染
み
の
女
に
別
れ
を
告
げ
る
と
、
女
は
涙
を
流
す
。
が
、
供
の
太
郎
冠
者
は
、
女
の
涙
が
偽
り
で
あ
る
こ
と
に
気
づ
き
、
大
名
に
報
告
す
る
。
大
名
が
信
じ
な
い
た
め
、
女
の
使
っ
て
い
る
水
入
れ
を
墨
の
入
っ
た
も
の
と
取
り
替
え
、
女
の
が
露
見
し
、
そ
の
こ
と
を
知
ら
れ
た
女
が
怒
り
、
追
い
込
む
話
で
あ
る
。
別
演
出
の
形
で
、
一
シ
テ
迯
入
時
一
ノ
松
ニ
テ
シ
テ
「
先
ま
て

女
「
待
と
ハ
シ
テ
「
余
り
深
う
泣
バ
黒
い
涙
も
づ
る
わ
い
の
女
「
ヱ
ヽ
腹
立
や
ま
だ
其
つ
れ
を
い
ふ
か
ト
言
テ
追
込
タ
ル
例
モ
ア
リ
傍
線
部
の
通
り
、
ひ
ど
く
泣
く
と
黒
い
涙
も
で
る
こ
と
に
な
る
と
、
大
名
が
女
に
厭
味
を
い
う
詞
章
が
確
認
で
き
る
。
ｅ
「
呂
」（
⑩
狂
言
大
全
集
）
「
呂
」
は
、
旅
の
僧
に
夫
が
剃
髪
す
る
こ
と
を
頼
み
、
そ
れ
が
済
ん
だ
と
こ
ろ
に
妻
が
戻
り
、
僧
に
対
し
て
元
に
戻
す
よ
う
、
責
め
立
て
る
。
追
い
込
ま
れ
た
僧
は
、
髪
は
生
え
る
も
の
と
開
き
直
り
、
妻
の
怒
り
は
エ
ス
カ
レ
ー
ト
す
る
。
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エ
ゝ
腹
立
や

元
の
や
う
に
毛
を
は
や
し
て
か
へ
せ
い
や
い

ア
ゝ
先
お
待
や
れ
待
と
ハ
な
ん
と
其
様
に
お
い
や
る
な
、
は
ゆ
る
時
ハ
は
や
う
わ
い
ヱ
ゝ
ま
た
其
連
を
ゆ
ふ
付
て
の
け
ふ
か
曳
さ
い
て
の
け
ふ
か
腹
立
や

ゆ
る
し
て
呉
れ
い

こ
の
よ
う
に
、
和
泉
流
諸
本
で
は
、
追
わ
れ
た
者
が
追
い
込
み
を
止
め
て
か
け
る
言
葉
は
多
様
で
、
特
に
⑧
古
典
文
庫
本
は
、
分
類
Ａ
が
五
、
分
類
Ｂ
が
四
、
分
類
Ｃ
が
1
と
、
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
に
富
む
。
こ
う
し
た
曲
の
数
や
全
体
の
割
合
で
は
、
⑧
古
典
文
庫
本
の
用
例
数
は
多
い
が
、
馬
瀬
狂
言
資
料
と
の
近
さ
と
い
う
点
で
は
、
分
類
Ａ
の
割
合
が
多
い
⑩
狂
言
大
全
集
が
よ
り
共
通
性
が
あ
る
と
言
え
よ
う
か
。
（
6）
追
い
込
み
を
止
め
て
許
し
を
乞
う
曲
（
◎
印
）
に
つ
い
て
追
い
込
み
の
途
中
で
「
先
ず
お
待
ち
な
さ
れ
ま
せ
」
と
言
葉
を
か
け
つ
つ
も
、
許
し
を
乞
う
と
い
う
◎
印
の
曲
は
、
馬
瀬
狂
言
資
料
に
し
か
認
め
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
る
。
こ
の
形
に
該
当
す
る
曲
は
四
曲
（
「
鳴
子
」
「
の
酒
」
「
花
折
」
「
止
動
方
角
」
）
あ
り
、
ほ
ぼ
共
通
の
形
で
あ
る
た
め
、「
花
折
」
（『
馬
瀬
狂
言
集
』
所
収
）
の
み
提
示
す
る
。
住
「
ま
だ
そ
こ
に
あ
る
か
」
新
「
許
さ
せ
ら
れ
許
さ
せ
ら
れ
」
住
「
お
の
れ
を
何
と
し
て
く
れ
よ
う
か
し
ら
ん
」
新
「
先
ず
お
待
ち
な
さ
れ
ま
せ
」
住
「
待
て
と
は
何
と
う
」
新
「
お
許
し
な
さ
れ
ま
せ
お
許
し
な
さ
れ
ま
せ
」
住
「
や
る
ま
い
ぞ
や
る
ま
い
ぞ
」
新
「
許
さ
せ
ら
れ
い
許
さ
せ
ら
れ
い
」
こ
の
曲
は
、
新
発
意
が
住
持
か
ら
寺
の
花
見
禁
制
を
命
じ
ら
れ
る
。
仕
方
な
く
寺
の
外
で
花
見
の
酒
宴
を
し
て
い
た
一
行
を
、
新
発
意
は
中
に
招
き
入
れ
、
一
緒
に
酒
宴
を
楽
し
み
、
そ
こ
へ
住
持
が
戻
っ
て
追
い
込
ま
れ
る
話
で
あ
る
。
こ
の
新
発
意
は
、
一
行
の
帰
り
際
に
土
産
と
し
て
桜
の
花
を
折
っ
て
渡
す
ほ
ど
、
酒
に
酔
う
様
が
描
か
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
「
止
動
方
角
」
を
除
い
た
三
曲
で
は
、
い
ず
れ
も
追
わ
れ
る
者
は
酒
に
酔
っ
た
態
と
な
る
。
こ
う
し
た
中
、
追
い
込
み
の
最
中
に
許
し
を
乞
う
こ
と
で
、
主
の
怒
り
を
買
っ
た
と
い
う
現
状
を
認
識
し
な
が
ら
も
、
や
は
り
酔
っ
た
ま
ま
の
態
で
逃
げ
て
い
く
と
こ
ろ
に
、
可
笑
し
み
が
感
じ
ら
れ
よ
う
。
ま
た
酔
っ
た
者
の
呼
び
か
け
に
応
じ
る
こ
と
で
、
追
う
者
の
緊
張
感
が
緩
む
間
を
作
り
出
し
、
展
開
に
緩
急
が
つ
く
効
果
も
あ
ろ
う
。
も
う
一
つ
の
「
止
動
方
角
」
の
太
郎
冠
者
は
、
人
使
い
の
荒
い
主
に
対
し
て
、
借
り
て
き
た
馬
で
意
趣
返
し
を
し
、
最
後
は
逃
げ
た
馬
と
間
違
え
て
、
主
に
馬
乗
り
に
な
る
と
い
っ
た
状
況
で
の
追
い
込
み
と
な
る
。
す
で
に
主
に
対
し
て
優
位
な
立
場
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
許
し
を
乞
う
の
み
と
い
う
流
れ
は
自
然
な
も
の
と
言
え
よ
う
。
こ
う
し
た
流
れ
は
、
先
述
の
分
類
Ｃ
の
形
で
、
何
と
か
許
し
て
も
ら
お
う
と
言
葉
を
重
ね
る
演
出
に
通
じ
る
と
こ
ろ
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
三
ま
と
め
以
上
の
よ
う
に
、
追
い
込
み
を
一
旦
止
め
る
と
い
う
演
出
は
、
明
和
中
根
本
以
降
の
諸
本
（
中
で
も
馬
瀬
狂
言
資
料
と
の
関
連
性
が
あ
る
と
さ
れ
た
古
典
文
庫
本
、
狂
言
大
全
集
、
和
泉
流
秘
書
に
多
く
）
で
確
認
さ
れ
る
も
の
な
が
ら
、
こ
う
し
た
演
出
を
多
用
し
て
き
た
と
こ
ろ
に
馬
瀬
狂
言
の
特
徴
が
あ
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
こ
れ
ら
の
曲
の
分
類
で
は
Ａ
が
ほ
と
ん
ど
で
、
ま
た
追
い
込
み
を
止
め
て
許
し
を
乞
う
形
の
曲
が
馬
瀬
狂
言
の
み
に
あ
る
こ
と
も
注
目
す
べ
き
と
考
え
る
。
こ
う
し
た
演
出
を
行
う
こ
と
で
、
ど
の
よ
う
な
効
果
を
ね
ら
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
ま
ず
曲
の
構
成
と
し
て
、
通
常
の
追
い
込
み
の
型
に
変
化
を
つ
け
る
こ
と
で
、
展
開
の
マ
ン
ネ
リ
化
を
防
ぐ
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
通
常
の
追
い
込
み
に
比
べ
、
ス
ピ
ー
ド
感
は
な
く
な
る
も
の
の
、
追
う
者
と
追
わ
れ
る
者
の
や
り
と
り
の
応
酬
は
、
終
曲
ま
で
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観
客
の
興
味
を
引
く
も
の
と
な
ろ
う
。
ま
た
、
内
容
面
で
の
効
果
と
し
て
は
、
追
わ
れ
る
側
が
一
度
立
ち
止
ま
り
、
追
う
者
か
ら
叱
責
さ
れ
た
こ
と
を
再
び
持
ち
出
し
、
言
葉
や
し
ぐ
さ
で
表
現
す
る
こ
と
で
、
追
わ
れ
る
側
の
し
つ
こ
さ
、
図
々
し
さ
、
懲
り
な
い
性
格
が
印
象
づ
け
ら
れ
る
。
ま
た
追
う
側
か
ら
し
て
み
れ
ば
、
そ
う
し
た
行
為
は
よ
り
怒
り
を
増
幅
さ
せ
る
契
機
と
な
り
、
追
い
込
み
の
激
し
さ
も
一
段
と
増
し
、
両
者
の
演
技
は
い
ず
れ
も
笑
い
に
つ
な
が
る
も
の
と
な
ろ
う
。
馬
瀬
狂
言
が
こ
う
し
た
演
出
の
形
を
多
く
残
し
た
理
由
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
上
演
曲
と
し
て
番
外
曲
を
積
極
的
に
摂
取
し
た
姿
勢
と
通
じ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
き
た
。
常
の
型
に
変
化
を
つ
け
る
と
い
う
点
で
は
十
分
に
考
え
得
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
更
に
こ
う
し
た
傾
向
を
強
め
た
理
由
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
の
が
、
馬
瀬
狂
言
資
料
に
多
く
認
め
ら
れ
る
、
曲
の
簡
略
化
で
あ
る
。
曲
の
簡
略
化
は
、
芸
の
伝
承
や
上
演
時
間
の
短
縮
を
し
や
す
く
す
る
と
い
う
利
点
は
あ
る
が
、
逆
に
や
り
と
り
が
少
な
く
な
る
こ
と
で
、
単
調
な
展
開
に
も
な
り
か
ね
な
い
。
そ
こ
で
、
曲
の
簡
略
化
を
行
う
中
で
、
少
し
で
も
曲
の
展
開
に
変
化
を
つ
け
る
た
め
に
、
終
曲
部
に
追
い
込
み
を
止
め
る
演
出
を
多
用
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
現
行
曲
に
こ
の
形
が
多
く
み
ら
れ
る
の
は
、
こ
の
形
が
定
着
し
た
こ
と
と
、
馬
瀬
の
人
々
の
好
み
に
合
致
し
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
多
い
時
に
は
日
に
十
番
以
上
上
演
す
る
と
い
っ
た
馬
瀬
狂
言
の
舞
台
で
、
常
の
型
と
異
な
る
こ
の
演
出
が
取
り
込
ま
れ
る
こ
と
は
、
よ
り
効
果
的
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。こ
の
点
に
つ
い
て
、
馬
瀬
狂
言
の
上
演
資
料
を
確
認
す
る
と
、
上
演
回
数
の
多
い
曲
（
10回
以
上
）
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
（
ゴ
シ
ッ
ク
体
は
、
追
い
込
み
の
途
中
で
動
き
を
止
め
、
言
葉
を
交
わ
す
演
出
が
馬
瀬
で
認
め
ら
れ
た
曲
。
＊
印
は
小
名
狂
言
。）
16回
三
人
片
輪
15回
法
師
が
母
14回
瓜
盗
人
＊
隠
狸
＊
文
荷
＊
13回
金
岡
止
動
方
角
＊
空
腕
＊
千
鳥
＊
12回
通
円
不
見
不
聞
楽
阿
弥
11回
膏
薬

宗
論
縄
綯
＊
棒
縛
＊
10回
佐
渡
狐
素
袍
落
＊
章
魚
吃
り
鈍
太
郎
こ
こ
に
掲
げ
た
二
一
曲
中
、
九
曲
が
小
名
狂
言
（
＊
印
）
で
あ
り
、
そ
の
中
の
五
曲
に
先
の
演
出
が
認
め
ら
れ
る
。
こ
の
結
果
か
ら
も
、
馬
瀬
の
人
々
が
一
旦
止
め
る
追
い
込
み
の
形
に
興
じ
て
い
た
可
能
性
が
指
摘
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
上
演
回
数
が
多
い
こ
と
で
、
曲
に
対
す
る
理
解
も
深
ま
り
、
芸
の
修
得
に
お
い
て
も
有
効
で
、
そ
れ
が
こ
う
し
た
演
出
の
定
着
に
が
っ
た
こ
と
も
推
測
さ
れ
る
。
こ
の
演
出
は
、
中
央
の
流
派
で
演
じ
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
こ
と
か
ら
、
馬
瀬
狂
言
独
自
に
考
え
ら
れ
た
も
の
で
は
な
い
。
が
、
現
存
す
る
例
の
中
に
は
、
馬
瀬
狂
言
の
曲
に
し
か
認
め
ら
れ
な
い
事
例
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
馬
瀬
狂
言
で
独
自
に
こ
の
形
に
改
め
た
曲
が
あ
っ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
よ
う
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
更
に
資
料
調
査
の
範
囲
を
広
げ
、
確
認
し
て
い
き
た
い
。
お
わ
り
に
こ
の
追
い
込
み
を
一
旦
止
め
る
演
出
は
、
和
泉
流
諸
本
の
中
で
は
古
典
文
庫
本
に
多
く
の
例
が
認
め
ら
れ
た
。
馬
瀬
狂
言
に
和
泉
流
の
詞
章
が
定
着
し
た
時
期
は
、
馬
瀬
村
に
野
村
玉
泉
が
訪
れ
た
天
保
年
間
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
が
、
明
確
で
は
な
い
。
し
か
し
馬
瀬
狂
言
資
料
の
中
に
あ
る
文
化
文
政
の
年
記
を
有
す
る
資
料
の
存
在
や
今
回
の
結
果
を
併
せ
て
考
え
る
と
、
古
典
文
庫
本
の
元
と
な
っ
た
雲
形
本
に
近
い
和
泉
流
山
脇
派
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の
詞
章
が
馬
瀬
に
伝
わ
り
、
定
着
し
た
可
能
性
を
指
摘
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
数
多
く
の
曲
を
伝
承
し
、
上
演
し
て
き
た
馬
瀬
狂
言
は
、
こ
の
地
域
の
人
々
に
よ
っ
て
そ
れ
を
維
持
す
る
た
め
に
独
自
の
工
夫
が
な
さ
れ
て
き
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
一
つ
が
こ
の
追
い
込
み
に
認
め
ら
れ
た
演
出
だ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
注
1
橋
本
朝
生
「
狂
言
に
見
る
男
色
」（『
国
文
学
解
釈
と
鑑
賞
』
平
成
一
七
年
三
月
）、『
続
狂
言
の
形
成
と
展
開
』（
瑞
木
書
房
）
所
収
2
拙
稿
「
馬
瀬
狂
言
に
お
け
る
中
央
と
地
方
」（『
昭
和
女
子
大
学
文
化
史
研
究
』
12
二
〇
〇
九
三
）
、
「
馬
瀬
狂
言
資
料
の
紹
介
（
8）

花
子
に
つ
い
て
」
（
『
学
苑
』
891
二
〇
一
五
一
）
3
本
稿
で
用
い
た
台
本
、
参
考
資
料
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
天
理
本
『
狂
言
六
義
』
（
天
理
図
書
館
善
本
叢
書
23

24
天
理
大
学
出
版
部

一
九
七
五
）
『
天
理
本
狂
言
六
義
』（
北
川
忠
彦
他
校
注
三
弥
井
書
店
一
九
九
五
）
『
狂
言
六
義
全
注
』（
北
原
保
雄
、
小
林
賢
次
著
勉
誠
社
一
九
九
一
）
和
泉
家
古
本
『
日
本
庶
民
文
化
史
料
集
成
4狂
言
』
（
芸
能
史
研
究
会
編
三
一
書
房
一
九
七
五
）
明
和
中
根
本
法
政
大
学
能
楽
研
究
所
蔵
波
形
本
法
政
大
学
能
楽
研
究
所
蔵
の
紙
焼
写
真
に
て
確
認
『
和
泉
流
秘
書
』
『
和
泉
流
狂
言
選
愛
知
県
立
大
学
附
属
図
書
館
蔵
』（
島
津
忠
夫
、
野
崎
典
子
編
和
泉
書
院
一
九
八
〇
）。「『
和
泉
流
秘
書
』（
愛
知
県
立
大
学
附
属
図
書
館
蔵
）
翻
刻
解
題
一
～
一
二
」
（
野
崎
典
子
小
谷
成
子
『
愛
知
県
立
大
学
大
学
院
国
際
文
化
研
究
科
論
集
』
二
（
二
〇
〇
一
三
）
～『
愛
知
県
立
大
学
日
本
文
化
学
部
論
集
国
語
国
文
学
科
編
』（
二
〇
一
二

三
））
古
典
文
庫
本
『
和
泉
流
狂
言
集
』（
古
典
文
庫
一
九
五
三
～
一
九
六
二
）
狂
言
集
成
（『
狂
言
集
成
』
野
々
村
戒
三
、
安
藤
常
次
郎
共
編
能
楽
書
林
一
九
七
四
）
狂
言
大
全
集
正
式
な
書
名
は
『
祖
家
秘
書
狂
言
大
全
集
』
国
立
国
会
図
書
館
蔵
。
な
お
現
行
の
演
出
に
つ
い
て
は
、
充
分
な
調
査
に
至
ら
ず
、
今
回
は
取
り
上
げ
な
か
っ
た
。
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。
4
馬
瀬
狂
言
資
料
と
共
通
性
が
確
認
で
き
る
台
本
類
は
、
他
に
大
蔵
虎
寛
本
と
『
狂
言
記
』
が
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
調
査
の
結
果
、
追
い
込
み
を
止
め
る
と
い
う
演
出
の
該
当
曲
が
な
か
っ
た
た
め
、
今
回
は
対
象
外
と
し
た
。
5
本
文
の
読
解
の
便
宜
を
図
る
た
め
、
適
宜
原
文
に
読
点
や
「
の
記
号
を
付
し
た
。
6
馬
瀬
狂
言
保
存
会
所
蔵
資
料
に
付
さ
れ
た
所
蔵
番
号
で
あ
る
。
7
明
和
中
根
本
に
は
、
「
文
荷
」
が
二
種
類
所
収
さ
れ
て
い
る
が
、
い
ず
れ
も
追
い
込
み
を
止
め
る
演
出
を
有
す
る
。
特
に
演
者
の
動
き
が
詳
し
い
も
の
を
提
示
し
た
。
8
拙
稿
「
馬
瀬
狂
言
に
お
け
る
中
央
と
地
方
」（
注
2参
照
）
に
示
し
た
原
文
を
再
掲
す
る
。
・『
馬
瀬
狂
言
集
』
所
収
の
「
瓜
盗
人
」
（
一
部
上
演
時
に
確
認
し
た
も
の
に
よ
り
改
め
た
。）
盗
「
ま
づ
待
て
、
ま
づ
待
て
百
「
待
て
と
は
何
と
盗
「
や
つ
と
な
あ
（
綱
を
投
げ
る
）
百
「
何
じ
や
や
つ
と
な
あ
（
綱
持
つ
）
盗
「
引
け
ば
百
「
引
け
ば
盗
「
ゆ
る
む
れ
ば
（
綱
を
放
す
）
、
持
っ
て
参
た
の
う
百
「
あ
の
お
う
ち
ゃ
く
者
、
や
る
ま
い
ぞ
や
る
ま
い
ぞ
。
盗
「
ゆ
る
し
て
く
れ
ゆ
る
し
て
く
れ
ゆ
る
し
て
く
れ
・
狂
言
大
全
集
先
待
て

待
と
ハ
な
ん
と
引
ハ
引
ハ
ゆ
る
す ママ
れ
ハ
、
打
も
つ
て
お
参
り
や
つ
た
な
大
笑
扨
ゝ
腹
の
立
ア
ノ
大
ち
や
く
も
の
と
ら
ゑ
て
く
れ
ゆ
る
せ

や
る
ま
い
そ

9
馬
瀬
狂
言
で
は
「
鬼
清
水
」
の
曲
名
を
用
い
て
い
る
。
10
ち
な
み
に
⑩
狂
言
大
全
集
は
、
ハ
ア
引
童
に
隙
を
く
れ
よ
ふ
も
申
づ
ま
を
仕
お
つ
た
な
ア

夫
ハ
も
の
じ
や
も
の
と
ハ
ヱ
ヽ
い
わ
ぬ
か
い
や
い

ア
ヽ
先
つ
待
て

ま
て
と
ハ
そ
ち
が
ま
め
な
や
う
に
薬
師
に
き
せ
い
し
た
ヱ
ヽ
ま
だ
そ
の
連
な
事
ア
ヽ
ゆ
る
し
て
呉
れ

（
後
略
）
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と
、
妻
に
対
し
て
、
薬
師
に
祈
誓
し
た
と
ご
ま
か
す
様
子
が
描
か
れ
て
い
る
が
、
そ
の
後
追
い
込
み
と
な
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
11
拙
稿
「
馬
瀬
狂
言
資
料
の
紹
介
（
1）

狂
言
番
組
扣
を
中
心
に
」
（
『
学
苑
』
696
一
九
九
八
二
）
、
「
馬
瀬
狂
言
資
料
の
紹
介
（
2）
台
本
に
見
え
る
上
演
記
録
曲
名
索
引
」
（
『
学
苑
』
703
一
九
九
八
一
一
）
参
照
。
注
2の
拙
稿
で
も
指
摘
し
て
い
る
。
12
注
8参
照
13
す
で
に
拙
稿
（
注
11）
で
上
演
回
数
に
つ
い
て
は
触
れ
て
い
る
が
、
そ
の
後
確
認
さ
れ
た
上
演
資
料
も
あ
っ
た
た
め
、
改
め
て
整
理
し
た
も
の
を
示
し
た
。
付記

本
稿
を
成
す
に
あ
た
り
、
貴
重
な
資
料
の
閲
覧
の
ご
許
可
、
並
び
に
ご
高
配
を
賜
り
ま
し
た
馬
瀬
狂
言
保
存
会
会
長
河
原
良
治
氏
を
は
じ
め
、
会
員
の
方
々
に
改
め
て
深
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
資
料
閲
覧
に
ご
高
配
を
賜
り
ま
し
た
法
政
大
学
能
楽
研
究
所
に
も
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
本
稿
は
、
科
学
研
究
費
基
盤
研
究
（
Ｃ
）
「
地
方
に
お
け
る
狂
言
の
伝
承
に
つ
い
て
の
研
究
馬
瀬
狂
言
資
料
を
中
心
に
」
の
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
（
や
ま
も
と
あ
き
こ
日
本
語
日
本
文
学
科
）
―32―
